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み な さ ま 、ど ーも お 久 し ぶ り で す 。

様 々な ジ ャ ン ル の ア ーテ ィ ス ト が 集 う 石 田 倉 庫 の アト リ エ で 毎 年 恒 例 だ っ た 、

な い 年 が 続 き ま し た が卜嵬 rベ ン ド も コ ロ ナ の 影 響 な ど も あ り 開 催 で きこ の ア ー

満 を 持 71今 年 、５年 ぶ り に 開 催 し ま す ！是 非 、お 越 し く だ さ い 。
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都立川市富士見町

2-32-27

お 問 い 合 わ せ
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［電 車］

JR中 央 線 ／南武 線 ．「立川 駅 」北 口 から 徒歩 １５分

多 摩都 市 モ ノレ ール ．「立川 北 」駅 から 徒 歩 １５分

JR青 梅 線 ．「西立川 駅 」南 口 から 徒歩 １５分

［バ ス］

「立 川 駅 」北 ロ バ ス乗 り 場 10番 ・１１番　 乗 車５分

〈立 80、立 81、立 82系 統〉か ら

「富 士 見 町」バ ス停 下 車すぐ

丶 ／゛・･－／‘丶／・～／～゛丶 ／゛Ｓ－／丶 ／～／－／主 催

後 援

協 力

石 田 倉 庫 の 住 人

立 川 市 ・公 益 財 団 法 人 立 川 市 地 域 文 化 振 興 財 団 ・社 会 福 祉 法 人 立 川 市 社 会 福 祉 協 議 会 ・石 田 産 業 有 限 会 社

富 士 見 町 商 店 街 の 皆 様 ・ご 近 所 の 皆 様 ・富 士 見 町 ２丁 目 自 治 会 ・ヤ マト 運 輸 株 式 会 社 ・フ ク シ マ ガ リ レ イ 株 式 会 社
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畆 SL－
紙 工 作 感 覚 で 小 さ な 版 画 作 り が 体 験 で き ま す 。

厚 紙 パ ーツ を 組 み 合 わ せ た 版を 作 っ て 版 画を 刷り まし ょ う

－゛－･こ ，

Ｉ
Ｉ

ｔ
●場 所 :Ｎ０.51F　●日 時 :両 日｛11-12時 /14-15時 ｝

●料 金 :1000円

●講 師 :福 本壱美

●所 要時間 :30～60分7TTや ヽ､、

ll- .I`Γλ II-IX刄 、

之 匹 迂 T鰛匝ｚ皿 園 眦亠ａｉｉ，
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壁 き,私 ４ ―

特 殊 な イ ン ク を 塗 っ た ボ ード に ク レ パ ス で 色 鮮 や か な 絵 を

描 き ま す 。下 絵 線 が 入 っ て い る の で ぬ り 絵 感 覚 で 描 け ま す 。

絵 の 苦 手 な 方 で も 大 人 か ら 子 ど も ま で 、ど な た に も 楽 し ん で 頂 け ま す 。

●講 師 :小 島敦子　 ●場 所 :Ｎ０.32F ●日 時 :両 日（11-15時 ）●所 要時間 :30～60分

●料 金 :日5サ イズ 1000円 /B6サ イズ 700円 /10×10サ イ ズ 500円

茂 并 禳 司
岫 島 藍

丶 jl･' ，　　　--

纃 馬 直 Ｘ 宮 坂 省 吾
星

胃 裕 介

丶 ／･ ･･　　　-‘
I丶 ご I

囑 ぷ `

私 ４４ヵ ｙＩＲ,ＴＥＰＳ／釶 翦 ・φ・ｊ,私 ４　ＮａｏｏｉＧｕ肭 肭ａ　／Ｓｐｅｃｉａｌ　ｔｌｌａ。ｈ　４!彖 41

●企 き，：蹈 田 海 業 （癩 -）石 田 高 章
気　 軽　 L乙　４　崘
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「こ ん な 時 代 だ か ら 、コ ロ ナ に 負 け な い よ う に、倉 庫 の 壁 に 誰 か 絵 を 描 い て よ 」

と 大 家 さ ん か ら 、石 田 倉 庫 ア ト リ エ の ア ーテ ィ ス ト た ち に 投 げ か け ら れ た の は 、

2020年 ９月 のこと。あ れから４年 経ち色褪せてし まったけ れど、是 非、ご 覧ください。

二　 鈿 １
１

銅 板 に 絵 を 描 き 、裏 から 木 の ヘ ラ で 膨 ら ま せ 、絵 を 浮 か び

上 が ら せ る 。立 体 的 な ア ート 「レ リ ーフ 」ｲ乍 品 を 作 り ま す 。

●講 師 :安 東桂

●所 要時間 :30～40分

゜場 所 :ｽﾞ ﾆ1－プ下 Ｓ２　●日 時 :両 日 (12時 から )噸 愍 缸” ”
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色 々な 形 の 発 泡 ス チ ロ ール に 色 を 塗 っ て 遊 ぼ う

ご で ﾌSFぶ :両 日　 ●料 金 :無 料　　　　　　　
ｋ
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ハ ン ド メ イ ド ギ タ ーを 手 掛 け て い る

Barｎａｂy Ralph（バ ーナ ビ ーラ ルフ ）４

出 展 作 家 の 私 物 の プ リ マ を 行 い ま す 。

作 家 独 自 の 個 性 豊 か な モ ノ や 道 具 が

ある かも !?各 作 家 の展示 場所 にて販売。と ミ ュ ージ シ ヤン の 友 人 達 に よ る

ロ ッ ク 音 楽 の ラ イ ブ を 行 い ま す。

《19日 吐 )》
●Ｗｏｒｋ ｉ・，ｐｒｏＱｒｅｓｓ
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○《　参 加
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q;;4ミ
●　●　●　＠（場 所 :Ｎ０.52F）

（場 所 :Ｎ０.52F）

（場 所 :Ｎ０.51F）

（場 所 :Ｎ０.32F）
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χ ゛沢 `.゛r’場所 :ス テ ージ /時 間 :12:30か ら /14:30か ら〔各 回 30分 〕

《20日 (日 )》

●Ｓ１１１ｚｕｌｌｏ＆Ｂａｒ,ｌａｌ,ｙ

,4雌四 脚

●亠 萌 學●。Ｑｒ＆ａｌ,砲 求

ｃａμ

（カ フ エ ご 飯 ＆ｂｅｅr）
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（パ ン ）

●街 カ フ ェ

ＣＯＣＯＯ癶

（カ フ エご 飯 ）

●ア ー〒イ ー？
●野 村 あ彳 詐
●稍 馬 直 芙霸 呉 rｼﾞ ふ 蔀 2石こ ぷおｇ６（。,11H）喝 に訂 詰 ）げ ぶ訌 勹
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布 を 染 色 す る こ と を 基 に 、

布 ど う し の 透 過 や 他 素 材

と の 融 合 に こ だ わ り 、一

瞬 や 一 生 の 時 間 や 空 気 感

を 思 考 し 表 現 し て い ま す 。
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（ｊｇｗｅｌｒｙ）

仁ちさき 人　 どこ から き て

何 処に 行く のか。そ こ で

ど うあ る の か。

旅し てい る。光 の山。､．

強 化 ガ ラ スの水た まリ９

雫 真 由 昊

;･iSS、
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ワ ーク シ ョ ップ を ベ ース と し

た ダ イ ナミ ッ ク な ア ート プ ロ

グ ラ ム を 美 術 館 や 教 育 機 関 な

ど を 中 心 に 全 国 で 展 開。
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ハ ッ と す る 瞬 間 を カ タ チ

に し 、llさ り げ な い 違 和 感 II

を コ ン セ プ ト に デ ザ イ ン

を 展 開 。コ ン テ ン ポ ラ リ ー

ジ ュ エ リ ーユ ニ ッ ト ［卜 ］

､/では デ ザ イ ン 担 当 。

自 然 の 持 つ 線 や 空 間 の 美

し さ を 抽 出 し て 、自 由 に

色 を 響 き 合 わ せ る よ う に

し て 抽 象 画 を 描 い て い ま

す 。［卜 :］も 展示 し ま す。
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作品 〈ダ ダちゃ ん〉は 情

動 や 反 発をラッ パに 響か

せて、分 別を 欠い て 我儘

に床を 転がり ま す。
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Iぶ ）

穃 馬 直ＥＴ
金 属 の板 で 出来 た 不 思 議 （令 工 ） （→岔 き ，ｌ

ｊ

な生き物や人形を展示 恥
竃 昌 濃 言 濠

み ん な 来“ζ佝 亠 赤 い 扉 で す 。･‘戸`,………

葉っ ぱ の絵に 新たな 息吹

を 吹 き込 む『葉 っぱ 劇

場』。心 の琴線に 触 れた

ら 投げ 銭し て ね。能 登の

復興 支援に 寄付し ます。

伊 蔬 寛 等

（油 島 ）

フオ リ ジ ナ ル ボ 匸ﾉ?ペ ン ＆

万 年 筆 の 制 作 販 売 。完 全

ハ ン ド メ イ ド で １本 ず つ

作 つ て い ま す 。全 て 限 定
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ま心はの増 ＃
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伝 統工 芸を ちょ つと違う

角 度で表 現し たい 。小 さ

な 七宝 から 大き な 七宝 ま

で 製作し てい る実 験的な

工 房で す，

言葉 や 風景をモチ ーフ に

陶（焼 きも の ）で彫刻 作

品を 作 つていま す。

小物 入 れの展示 販売も 行

い ます。

何 を 描 く か は 世 界を ど うｌ

・
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で し
マ
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M（A協 会 所 属 ．シ ル バ ーテ ィ

ーチ ャ ー，チ ョ ーク ア ート 歴 ・・

５年 。特 殊 な イ ン ク を 塗 つ た ，

ボ ード に ク レ パ ス で 色 鮮 や か　 ’

な 絵 を 描 き ま す 。定 着 ス プ レ ………j,.

.一 で い つ ま で も 色 鮮 や か な 状

,態 で 飾 れ ま す 。

ワ イ ヤ ーを 使 っ て 立 体 物

を 製 作 し てい ま す 。
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